
平成１８年５月３１日 

第十管区海上保安本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

メールマガジン「うみまる通信」配信一周年 

「第十管区マリンレジャー安全推進室」がマリンレジャー等による死

亡・行方不明者の減少を目指し、「自己救命策確保」の啓発活動等を推

進するため、配信しているメールマガジン「うみまる通信」が今月で一

周年を迎え、今月２２日に第１３号を配信しました。 

配信個所は、当初の３６３個所から現在（４月１日現在）では５２７

個所に増えました。 

「うみまる通信」は、昨年５月２０日「自己救命策確保」の３つの基本 

• ライフジャケットの常時着用 

• 携帯電話等の連絡手段の確保 

• 海の緊急電話１１８番の有効利用 

の啓発活動等を推進するため、鹿児島・熊本・宮崎各県の地方自治体、離島郵便局、

漁業・海事関係者、道の駅等の機関に、海保初の安全情報紙としてメール配信を開始

しました。 

その後、離島の小中学校やブルーシー＆グリーンランド海洋センター等の団体、配

信を希望される個人にも配信を開始、現在、５０５の団体及び２２名の配信希望の方

に配信しています。 

読者からは、「海に囲まれた日本にとって大変貴重な情報だ。」「海難事故について、

具体的に紹介されており、海難防止に役立てたい。」等のご意見を頂いております。

問い合わせ先  
第十管区海上保安本部  

(代表 099 -250 -9800 )
警備救難部救難課  
救難課長  白澤 (内線 3250 )

 海 洋情報部監理課  
  監 理課長  米須 (内線 2510 )
 交 通部企画課  
  企 画課長  水澤 (内線 2610 )
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資料１ 

配信先 創刊時配信数 現在の配信数 

県庁関係（熊本・宮崎・鹿児島県） １１ １１

鹿児島県の市町村役場 ７１ ７３

鹿児島県の離島郵便局 ７５ ７５

鹿児島県の離島商工会 １６ １６

鹿児島県の離島観光協会 ４ ４

鹿児島県の漁業協同組合 ４２ ４０

熊本県の市町村役場 ５９ ５８

熊本県の漁業協同組合 １９ １９

宮崎県の市町村役場 ３７ ３６

宮崎県の漁業協同組合 ７ ７

道の駅 ２０ ４４

釣情報誌、報道機関 ２ ９

鹿児島県の離島小中学校  １４

鹿児島県のＢ＆Ｇ海洋センター  ２１

熊本県のＢ＆Ｇ海洋センター  １４

宮崎県のＢ＆Ｇ海洋センター  ２

マリーナ、小型船舶安全協議会  ７

ペンション、レジャー施設  ５５

配信希望者  ２２

合  計 ３６３ ５２７
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資料２ 
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資料３ 

創刊号から１３号までのトピックス 

 発行日 見出し 内容 

創刊号 平成１７年５月２０日 居眠りに御用心 
居眠り運航注意 

ゴールデンウィーク期間の海浜事故 

２号 平成１７年６月２１日 梅雨といえば・・ 

釣行・磯釣りの注意事項 

知林ヶ島の渡島情報 

ダイバー事故情報 

３号 平成１７年７月２０日 

さぁ、夏休み！されど水

難、海難事故には気をつ

けて 

特集「子供たちを守る」 

もしも、溺れている人をみつけたら 

海の危険生物 

４号 平成１７年８月１９日 
マナーを守って、かっこ

よく！ 

水上オートバイの注意事項 

最近の海浜事故 

５号 平成１７年９月２２日 
台風一過、思わぬところ

で！ 

流木、漂流物に注意 

ウェイクボードの事故に気を付けて 

６号 平成１７年１０月２４日 海も涼しくなって秋模様

低体温症について 

秋の釣りシーズン到来！秋・冬期に事故

多発 

７号 平成１７年１１月２２日 
ご存知ですか、ＡＥＤと

ＣＰＲ 

救命処置に関する豆知識 

救命胴衣で大切な命を守ろう 

８号 平成１７年１２月２０日 
お正月は、初乗り、初釣

り、初潜り？！ 

サーフィンの注意事項 

サーファー事故事例 

９号 平成１８年１月２０日 
安全祈願、海の事故０へ

の願い 

平成１７年の事故統計 

ライフジャケツとの着用と生存率 

１０号 平成１８年２月２０日 

寒グロシーズンです

が・・釣りの事故が多発

中です 

マリンレジャーの事故原因について 

最近の釣り事故事例 

マリンレジャー別事故形態 

１１号 平成１８年３月２０日 
春はもうすぐそこに、桜

前線真っ只中！ 

シーズン前の準備と潮干狩り情報 

水上バイク、シーズン前の再点検 

灯台の豆知識 

１２号 平成１８年４月２０日 
愛艇のエンジンは大丈夫

ですか？ 

出港前点検はしっかりと 

ゴールデンウィーク期間の事故防止 

１３号 平成１８年５月２２日 
海の安全情報はＭＩＣＳ

で！ 

沿岸域情報提供システムについて 

ゴールデンウィーク期間のマリンレジ

ャー事故発生状況 
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N O ． 1 3 号 
 平成18年5月22日 

 
 
 
ゴールデンウィークも終わり、梅雨の時期を迎えようとしています。5月13日に奄美地方が、翌日には沖
縄地方が梅雨入りしました。九州南部にも梅雨前線が近づき不安定な天気が多くなることが予想されます。  
出航前、マリンレジャーの前には、新聞やテレビの気象情報の収集だけでなく、海の安全情報や岬などの

気象情報を各海上保安部で提供しているＭＩＣＳ（沿岸域情報提供システム）サイトで確認して、より安全

な航行やマリンレジャー活動をお願いします。 
 

 

海上保安庁では、プレジャーボート、漁船などの船舶運航者や磯釣り、マリンスポーツなどのマリンレジ

ャー愛好者の方々に対して、全国の海上保安部からリアルタイムに海の安全に関する情報を提供する「沿岸

域情報提供システム（Maritime Information and Communication System：ＭＩＣＳ）」を運用しています。 

 ＭＩＣＳでは、海上における安全のより一層の向上を目指して、地域に密着した情報を使いやすく、分か

りやすい形に分類・整理し、インターネットなどを通じて、 

「誰もが簡単に」   「必要な情報を必要なときに」   「誰にでも分かりやすく」 

を目標にリアルタイムに情報提供しています。 

 ＭＩＣＳ情報を活用することにより、気象・海象情報の不足による海難の未然防止を目指しています。 

・灯台の気象情報を30分毎に更新   
南九州各地の灯台11カ所において観

測した風向・風速など最新の気象情報を、

ホームページや携帯サイトなどにより提

供しています。 

・灯台や岬にライブカメラを設置！ 
 大隅半島南端佐多岬、奄美大島北端笠

利埼、串間市都井岬にライブカメラを設

置し、ホームページで公開しています。 

 カメラは自分で操作することができま

す。 

ＰＣサイト(ＭＩＣＳ) 

http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/mics/index.htm 
携帯サイトＱＲコード 

 熊本    油津   鹿児島 

 
 
 
 串木野   名瀬 

 
 

海 上 保 安 庁 

第 十 管 区 海 上 保 安 本 部 

マリンレジャー安全推進室  

 

私の町、私の母港 

写真は、喜界島上嘉鉄港の上

空からの様子です。 

【鹿児島航空基地提供】
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 第十管区海上保安本部では、4月28日から5月7日までの10日間、
「ゴールデンウィークにおけるマリンレジャー安全推進活動」を行い

ました。 
 この期間中、4 件（10 人）のマリンレジャーに伴う事故が発生し、
この事故でサーフィン中の１人の方が亡くなられました。 

【事例１ 乗揚げ】 
4 月 29 日、熊本県高浜港を、釣客４人を乗せ、沖合に向け出港した遊漁船が、岩場に乗り揚げる事故が
発生しました。 
船長(70歳代)が魚群探知機に気を取られて、船の位置を確認することなく、勘のみで航行したことが原因
でした。船は、岩場に乗揚げた衝撃で船体が傾き、間もなく転覆しましたが、船長を含む乗船者5人は、転
覆した船につかまっているところを、付近を通りかかった漁船に発見され、全員救助されました。 
【教訓】慣れた場所でも船の位置を確認することが大切です。万一に備えライフジャケットを常時着用する

ことも大切です。 

【事例２ サーフィン中の事故】 
5月 3日、宮崎県日向市の海水浴場で友人とサーフィンに出た男性(20歳代)が、岩場に近づいたため沖に
出ようとしたところ、潮に流されて戻れなくなったという事故が発生しました。連絡を受けたサーフショッ

プ従業員等により救助され怪我等はありませんでした。 
【教訓】無理をせず、技量にあった場所で楽しむことが大切です。気象や潮流等の海象にも十分注意しまし

ょう。 

【事例３ サーフィン中の死亡事故】 
5月4日、循環器系の持病をもった男性(30歳代)が、沖合30メートル付近にうつ伏せ状態でハーフボード
と共に浮いている状態で発見される事故が発生しました。付近のサーファーにより引揚げられましたが、心

肺蘇生措置の甲斐なく、死亡が確認されました。 
この方は、循環器系の持病があり、数年前から投薬治療中であったことから、サーフィン中に発症し、こ

れが原因で溺死したものと思われます。 
【教訓】体調管理を十分に行い、無理をしないで楽しむことが

大切です。 

【事例４ ボートから海中転落】 
5月3日、鹿児島市の沖合において、釣りに出かけるためFRP
製手漕ぎボートに男性 3名が乗り、うち 1名がボート内を移動
したところ、バランスを崩して海に落ち、ボートが動揺等によ

り傾き、残りの 2 名も海に落ちる事故が発生しました。貸しボ
ート店長が3名を救助し、転覆したボートも曳航しました。 
【教訓】小さなボートは、人の移動や小さな波（船の航走

波等）でもバランスを崩し転覆することがありま

す。乗船定員を超えないことや万一に備えライフ

ジャケットを常時着用することが大切です。 
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